
53 アジ研ワールド・トレンドNo.226（2014. 8）

「
？
」。
若
者
た
ち
が
筆
者
に
定
期
券
を
み
せ
て
乗
車

し
て
く
る
。
自
分
の
服
装
を
み
る
と
、
グ
レ
ー
の
シ
ャ

ツ
に
紺
色
の
ズ
ボ
ン
姿
。
確
か
に
車
掌
の
服
装
に
似
て

い
る
が
…
。

二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
一
年
間
滞
在
し
た
ハ
ノ
イ
市

で
は
、
通
勤
に
市
バ
ス
を
よ
く
利
用
し
た
。
黄
、
白
、

赤
を
基
調
と
し
た
バ
ス
だ
。
最
近
は
車
体
横
に
派
手
か

つ
大
き
な
広
告
も
目
立
つ
。

筆
者
が
利
用
し
て
い
た
路
線
の
バ
ス
運
賃
は
、
五
〇

〇
〇
ド
ン
だ
っ
た
。
価
格
的
に
は
小
袋
入
り
の
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
ぐ
ら
い
の
値
段
で
あ
る
。
ち
な
み
に
定
期
券（
一

カ
月
）
に
は
二
種
類
あ
り
、
一
路
線
で
九
万
ド
ン
、
全

路
線
使
用
で
一
四
万
ド
ン
で
あ
っ
た
（
二
〇
一
四
年
五

月
一
日
か
ら
前
記
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
〇
ド
ン
、

一
〇
万
ド
ン
、
二
〇
万
ド
ン
に
値
上
げ
さ
れ
た
）。

バ
ス
が
バ
ス
停
に
到
着
す
る
と
、
乗
車
口
に
群
が
る

人
た
ち
の
後
方
に
連
な
っ
て
車
内
に
乗
り
込
む
。
縦
五

セ
ン
チ
、
横
八
セ
ン
チ
超
の
白
も
し
く
は
桃
色
の
薄
紙

（
進
行
方
向
に
よ
り
色
が
異
な
る
）
に
保
険
付
き
と
書
か

れ
た
乗
車
券
を
車
掌
か
ら
購
入
す
る
。
そ
の
際
、
乗
車

券
の
上
部
を
車
掌
が
少
し
破
る
。
同
じ
乗
車
券
が
複
数

回
使
用
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
。
素
朴
な
工
夫
が
感

じ
ら
れ
、
こ
の
手
作
業
を
み
る
の
が
筆
者
は
好
き
だ
っ

た
。通

勤
に
使
用
し
た
の
は
九
番
バ
ス
。
ル
ー
ト
が
や
や

複
雑
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
帰
宅
時
に
使
用
す
る
と
、
ベ

ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
前
（
リ
ュ
ウ
ザ
イ
通
り
。
ダ
エ
ウ

ホ
テ
ル
方
面
に
直
進
し
、
交
差
点
を
右
折
し
て
）
↓
キ

ム
マ
ー
通
り
（
動
物
園
を
右
手
に
み
な
が
ら
カ
ウ
ザ
イ

の
バ
ス
停
を
経
て
左
折
し
て
）
↓
ラ
ン
道
路
（
ト
ー
リ
ッ

ク
川
を
右
手
に
み
な
が
ら
走
り
、
途
中
で
Ｕ
タ
ー
ン
。

少
し
進
ん
だ
後
右
折
し
て
）
↓
チ
ュ
ア
ラ
ン
通
り
（
同

通
り
を
抜
け
て
右
折
し
て
）
↓
グ
エ
ン
・
チ
ー
・
タ
イ

ン
通
り
↓
（
再
び
ラ
ン
道
路
方
向
に
直
進
し
、
そ
の
手

前
で
Ｕ
タ
ー
ン
。
郵
便
局
前
を
抜
け
て
交
差
点
で
右
折

し
て
）
↓
フ
イ
ン
・
ト
ウ
ッ
ク
・
ハ
ン
通
り
（
そ
の
ま

ま
直
進
し
て
）
↓
ハ
ノ
イ
放
送
局
前
で
下
車
、
と
い
う

ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
い
く
つ
も
の
バ
ス
停
が

小
ま
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
規
則
な
動
き

を
す
る
バ
イ
ク
の
群
れ
、
自
動
車
、
自
転
車
、
通
行
者

の
間
を
縫
い
な
が
ら
進
む
。
だ
か
ら
、
混
み
合
う
と
、

筆
者
の
ベ
ル
ト
を
吊
り
革
代
わ
り
に
掴
む
人
も
い
た
。

時
間
帯
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
乗
車
時
間
は
少
な
く

と
も
四
〇
分
は
み
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
時
間
的
に

は
職
場
か
ら
歩
い
て
帰
る
の
と
一
〇
〜
一
五
分
程
し
か

変
わ
ら
な
い
。
状
況
に
応
じ
て
、
百
花
繚
乱
の
感
が
あ

る
タ
ク
シ
ー
、
徒
歩
と
の
併
用
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

た
だ
、
市
バ
ス
に
は
市
バ
ス
に
し
か
な
い
魅
力
が

あ
っ
た
。
筆
者
の
利
用
し
て
い
た
路
線
の
沿
線
に
は
、

グ
エ
ン
・
チ
ャ
イ
大
学
、
貿
易
大
学
、
外
交
学
院
（
外

務
省
）、
法
律
大
学
、
国
家
行
政
学
院
と
い
っ
た
教
育
機

関
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
通
勤
客
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
学
生
が
利
用
す
る
。ま
た
、常
連
客
だ
け
で
な
く
、

ト
ゥ
ー
レ
ー
公
園（
動
物
園
）に
行
く
家
族
連
れ
も
い
た
。

身
体
の
不
自
由
な
人
、
妊
婦
、
高
齢
者
、
幼
児
が
乗
車

し
て
く
る
と
、
席
を
譲
る
学
生
の
姿
を
よ
く
み
か
け
た
。

筆
者
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

乗
車
中
の
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
運
転
手
や
車

掌
に
し
き
り
に
話
し
か
け
る
人
、
友
人
同
士
で
話
す
人
、

携
帯
電
話
で
話
す
人
、
携
帯
電
話
の
操
作
に
夢
中
な
人
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
開
い
て
作
業
を
す
る
人
、
勉
強
す
る

人
、
本
を
読
む
人
、
編
み
物
を
す
る
人
、
居
眠
り
す
る

人
…
。

車
掌
さ
ん
に
も
色
々
な
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
刈
り
で
強
面
。
不
愛
想
に
客
の
立
ち
位
置
ま
で
仕
切

る
人
も
い
れ
ば
、
対
照
的
に
書
生
風
で
こ
ち
ら
が
少
し

心
配
に
な
る
よ
う
な
人
も
。
仕
事
道
具
で
膨
ら
ん
だ

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
う
筆
者
は
、
乗
車
を
重
ね
る
う
ち
に

車
掌
ご
と
の
癖
を
覚
え
、
こ
の
車
掌
の
時
に
は
立
ち
位

置
は
こ
こ
な
ど
と
、
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
ら
の
役
割
は
多
様
で
あ
る
。
乗
車
券
の
確
保
・
販

売
、
定
期
券
の
チ
ェ
ッ
ク
、
車
内
の
秩
序
維
持
、
降
車

駅
や
乗
車
ル
ー
ト
に
関
す
る
乗
客
か
ら
の
質
問
に
対
す

る
応
答
は
基
本
で
あ
る
。そ
の
他
、運
転
手
に
頼
ま
れ
て
、

ル
ー
ト
途
中
に
あ
る
路
上
茶
屋
で
お
茶
や
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
を
買
う
、
時
に
嘔
吐
す
る
乗
客
も
い
る
が
、
嘔
吐

の
処
理
（
筆
者
が
み
た
二
回
と
も
、
赤
レ
ン
ガ
色
に
変

色
し
た
使
用
済
み
の
調
理
用
燃
料
炭
を
路
上
で
拾
い
、

足
で
砕
い
て
嘔
吐
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
水
分
を
吸
収
さ
せ

る
と
い
う
や
り
方
だ
っ
た
）
も
彼
ら
の
仕
事
で
あ
る
。

乗
客
乗
降
時
の
動
き
出
し
を
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し

て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
気
持
ち
は
未
だ
一
乗
客
の
ま

ま
で
あ
る
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

在
ホ
ー

チ
ミ
ン
海
外
調
査
員
）

ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
工
業
国
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
工
業
化
・
近
代
化
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
に
中
所
得
国
入
り
し
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
は
人
口
が
九
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
路
上
の
市
や
移
動
式
の
飲
食

店
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
風
情
も
残
る
一
方
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
店
の
普
及
、
モ
ダ
ン
か
つ
巨
大
な
商
業
施
設

の
登
場
な
ど
、
顕
著
な
変
化
も
み
ら
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
歩
道
は
生
活
の
場
で
あ
る
。
路
上
店
も
出
る
、
バ
イ
ク
も
走
る
。
見
上
げ
れ
ば
電
線
の
束
が
あ
る
。
変

わ
り
ゆ
く
ベ
ト
ナ
ム
の
現
況
の
一
端
を
、
歩
道
に
立
ち
、
歩
く
よ
う
な
感
覚
で
読
者
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
た
ら
…
。

連
載
の
タ
イ
ト
ル
に
は
そ
ん
な
思
い
を
込
め
た

寺本　実
第 1 回　ハノイの市バス

※
隔
月
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。


